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our MISSION ＝ your PARTNER
our PRODUCTS ＝ your NEEDS
our CHALLENGE ＝ your SATISFACTION
our QUALITY CONTROL ＝ your TRUST
our RESERCH ＝ your FUTURE


















部長 １／ ７（Ｈ１５） → ２／ ８（Ｈ２０）
課長 １１／２８（Ｈ１５） → １７／２７（Ｈ２０）
女性職員の幹部登用
17
組織の優秀さの向上の手立て
４．スペシャリストの必要性
スペシャリストの移入、養成
キャリア支援、国際、広報、情報、知財、
病院経営、ＩＲ、施設
キャリアパス（給与等処遇）の確立
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組織の優秀さの向上の手立て
５．人事方針
本学の人事方針（別紙）
全国交流、ブロック交流、プロパーのバランス
能力、実力主義
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組織の優秀さの向上の手立て
６．キャンパス文化を知る
『（アメリカの学長は）迅速な決定ができるからでは
なく、キャンパス文化はもとより物事が実現する政
治的、構造的プロセスに精通しているからこそリー
ダーシップを発揮している。』
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組織の優秀さの向上の手立て
７．事務改革の必要性
法人化で変わったこと
法人化以降に新たに増加した業務（別紙）
外部資金増と事務量増
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組織の優秀さの向上の手立て
現在までの事務組織の改革
平成１６年度
22
総合企画室の設置
法人監査室の設置
学術研究協力部の設置
総務部評価課の設置
人文社会科学系事務部の設置
自然科学系事務部の設置
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組織の優秀さの向上の手立て
平成１８年度
23
企画部の設置
広報戦略主幹の配置
国際戦略主幹の配置
学術情報総主幹の配置
病院経営担当専門職の配置
医学・薬学等事務部の再編
→ 附属病院事務部の設置
→ 生命科学系事務部の設置
事務支援センターの設置
構成員の資質の向上
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構成員の資質の向上
１．全般的目標
事務職員と教員 → 教職協働
教員の会議を事務が補佐し、
教員が決める。
教職委員が決める会議
→ 独立したアドミニストレーター
執行部と事務が決める。
（教員は教育研究に専念）
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構成員の資質の向上
２．構成員の資質
教員：教育力、研究力、外部資金獲得力、社会貢献力
職員： 〈各種研修内容参照〉
① トップの分身である
トップと同じように判断・意志決定でき、組織
を動かせる
② 報告、連絡、相談
③ トップの正しい判断を導く
（どうしましょうではなく、こう考えて、この様なデータ
に基づいて、メリット・デメリットを比較。この２つの
選択肢から決定ください。）
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構成員の資質の向上
３．今後必要な資質
英語力 ← 国際化
企画力
経営力
ＩＲ（大学経営に必要なデータの集積、整理、
分析、提示）
コンプライアンス（法令遵守）
危機管理
その他
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法人化前からの、外には見えにくい、手堅い事務力を確保しつつ
最後に
大学の統合再編と事務の統合再編
少なくとも九州の大学再編があるとすれば、大学本
部（アドミニストレーションオフィス）は熊本に設置する
ぐらいの気概と高い意識を持って頑張って欲しい！
唯一生き残るものは変化できるものである！
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怠ける者は不平を語る、
努力する者は夢を語る！
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ご静聴ありがとうございました
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